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ごあいさつ

　皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 当
期は、堅調な個人消費を背景に、小売・飲食業・サービス業を中心に

業況の回復が見られました。金融政策を鑑みると、平成13年より実施

されてきた金融緩和政策が、大きな転換を迎え金利のある世界が到来

した１年でありました。そのような中、当金庫は新たに中期3か年経

営計画「Challenge to Change「革新への 挑戦」～選ばれる金庫にな

るために～（2024年度～ 2026年度）」を定め、「人財育成」「収益確保」「顧

客満足」の3つを経営重点方針として掲げ、当金庫に関わる全てのス

テークホルダーが当金 庫に満足していただけることを目指して革新

　　 　　　 を恐れず挑戦してまいりました。

　　 　　　　 その結果、当金庫の実績は、厳しい経営環境ではありましたが、預

金積金は期中平均残高で1,068億円、貸出金は、期中平均残高で504億円となりました。収益面では、業務収益ベー

スで1,569百万円となり、当期純利益は、取引先の信用リスクの改善にともなう貸倒引当金の減少も寄与し164

百万円を計上いたしました。

　健全性を示す自己資本比率については13.83％となり、国内基準の4.00％を大きく上回る高い水準を維持して

おり、引き続き健全な資産状態にあります。

　当金庫と取引いただいている中小企業者・個人のお客様の支援を充実させ、円滑な金融仲介機能の発揮とコン

サルティング機能の強化により、中小企業の育成に取組み、お客様本位の良質な金融サービスの提供と地域貢献

の取組みを継続し、地域社会の繁栄に貢献してまいる所存であります。今後とも、なお一層のご支援とご愛顧を

賜りますよう、お願い申し上げます。

       2025年7月

理事長　木村　幸男

北上信用金庫 SDGs基本方針
北上信用金庫は、国連が提唱する SDGs（持続可能な

開発目標）の理念に賛同し、地域金融機関としての経

営理念に基づき、「経済」「社会」「環境」の各分野におい

て地域の特性を活かした取組みを進め、持続可能な地

域社会の実現に貢献します。

経営理念
地域金融機関として

「中小企業の健全な発展」
「住民生活の向上」
「地域社会の繁栄」
の実現に貢献する
それが為われわれは、

相協力して経営をより堅実な発展性のある
ものにしよう。

それが為われわれは、
相協力して職場をより明るい、

楽しい働きがいのあるものにしよう。
それが為われわれは、

相協力して自分をより高い豊かな教養の
あるものにしよう。
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業績のご案内

◆預金積金及び貸出金の状況

■預金の状況
2024年度の預金積金残高は、前期比244百万円増加の102,390百万
円となりました。
預金積金残高のうち個人預金が70.0％を占めております。
■貸出金の状況
2024年度の貸出金残高は、前期比795百万円減少の50,451百万円と
なりました。
また、特定の取引先や業種に集中することなく貸出を行うことで、
地域の発展や活性化に活かされるよう努めております。

金融機関本来の事業活動による利益を表すコア業務純益は245百万
円、当期純利益は164百万円計上と今後も安定的な収益確保に取組ん
でまいります。

■預金積金・貸出金残高の推移
預金積金
貸出金
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◆損益の状況
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◆有価証券の時価情報

■有価証券残高構成比 2024年度

外国証券
2,838百万円
10.8%

投資信託
1,887百万円
7.2%

株式、その他
100百万円
0.3%

国債
2,916百万円
11.1%

地方債
4,836百万円
18.4%

社債
13,591百万円
51.9%

102,506 102,146 102,390

51,751 51,247 50,451

■損益の推移
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お客様からお預かりしております預金積金は貸出金のほか、有価証
券等で運用しております。資金の公共性に鑑み、安全性や収益性に留
意し、国債をはじめ、公社債等で運用しております。

有価証券残高　26,170百万円

2022年度 2023年度 2024年度

◆自己資本の充実の状況

自己資本比率とは、信用金庫の経営状況を把握する重要な指標
です。
2024年度の自己資本比率は13.83％と国内基準4％を超えた高い
水準を維持し、十分な健全性を確保しております。
皆様に安心してお取引いただける経営内容となっております。

金融再生法上の不良債権は、前期比601百万円減少の1,823百万
円となりました。また、不良債権比率は1.12ポイント低下して3.60％
となりました。
これらの不良債権は、担保・保証や貸倒引当金により85.80％保
全されているほか、内部留保を加えた経営体力6,566百万円により
カバーされております。

■自己資本額・総所要自己資本額・自己資本比率の推移

自己資本の額
総所要自己資本額
自己資本比率
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■金融再生法上の不良債権と経営体力

◆金融再生法上の不良債権と経営体力

〈経営体力〉
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〈金融再生法上の不良債権〉

2023年度 2024年度

6,566

内部留保
5,001

担保・保証
733

貸倒引当金
831

破産更生債権等
1,375

1,823

危険債権 687

要管理債権 361

破産更生債権等
977

危険債権 462
要管理債権 383

2,424



2025 年 2 月よりホームページのリニューアルを実施いたしました。
今回のリニューアルでは、お客様がより使いやすいようにデザインや構成を見直し、機能の追加をいたしました。
リニューアルにともない、URL が変更になりましたのでブラウザの「ブックマーク」「お気に入り」などに登録さ
れている場合は、下記の URL へ変更をお願いします。

当金庫では、営業店窓口支援システムを導入しております。
同システムは、窓口に設置したタブレット端末をお客さまが操作することで、入出金時等のお客さまの伝票記入の負担軽
減や待ち時間の短縮の他、ペーパーレス化による環境面における負担軽減などにつながるシステムです。
当金庫では、今後ともお客様にご満足いただけるよう、更なるサービスの向上に努めてまいりますので、変わらぬご愛顧
賜りますようお願い申し上げます。

記

1.　営業店窓口支援システムの特徴
　  ①　窓口に設置されたタブレットをお客さまが操作することにより、伝票や申込書などの記入が不要となるほか、免許
　　　  証等の本人確認書類から自動的に氏名や住所を読み取ることにより、お客さまの記入や入力の負担を軽減いたし　
　　     ます。
　  ②　伝票、申込書などの紙媒体の削減に伴うペーパーレス化の促進により、地球環境の保全に貢献いたします。
2.　対象のお取引 口座開設、ご入金、お引出し、お振込み、両替、税金等のお支払、各種届出 など

以 上

新 URL：https://www.shinkin.co.jp/kitakami/
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北上信用金庫インスタグラム

◆営業店窓口支援システム導入のお知らせ

地元とともに
〒024-0094  岩手県北上市本通り一丁目 5 番 30 号
TEL 0197-63-2307（代）  　
https://www.shinkin.co.jp/kitakami/


